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漢語における「妖怪」概念

---H •中・台の概念比較
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日本・中国との妖怪概念の検討とともに、本論で取り上げる。

なお、韓国でも「妖怪」（豆叫・ヨギ）ともいうが、妖怪に類する語彙に

「トッケビ」（王刀ll:ll・漢字では「独脚鬼」と記すことが多い）がある。日本

語の「化け物」に近く、「妖怪全般の総称」である［朴美眼 2015:47]。韓

国に妖怪の概念はあるが、 トッケビを相応の概念として扱う方が実際に合

う。なお、東アジア比較説話研究の分野では、崖仁鶴「韓国のトケビと日本

のバケモノ」に、 トッケビと化け物の比較研究の重要な成果がある［崖仁鶴

1995]。また、沖縄・奄美では化け物に相当する悪霊を総称する概念は「マ

ジムン」（魔物）であり、 トッケビとともに、これらの概念を生かした個別

の比較が有効であろう。

二．日本における妖怪概念

日本では妖怪（俯）は古来より用例がある。『続日本書紀』宝亀八年

(777)二月辛未の記事に、「大祓す。宮中に頻に妖恰あるが為なり」（「大祓。

為宮中頻有妖怖也」）とある。

明治以降では井上圃了が妖怪を「妖怪とは、異常愛態にして而かも其道理

の解すへからす、所謂不思議に厩するものにして、之を約言すれは不思議と

異常とを兼ぬるものなり」と定義し［井上 2001a;井上 1888:9]、「虚怪」

と「実怪」の 2大分類の下に実怪の内部の「仮怪」と対置した上で、真に不

可知なものとして「真怪」を設定した［井上 2001a;井上 1888:297-

298］。これは「物自体」「心自体」で「物心の区別が空寂に帰する」ような

「無限」「絶対」を指す［井上 1919: 308-311；井J-. 2001]。

したがって井上の妖怪学は、柳田巖男 (1875-1962)が批判したような、

単なる迷信（妖怪）撲滅学なのではなく、駒井義昭が東洋大学での講義中に

いみじくも言ったように（記録なし）（注→、井上は江戸博物学での前近代の知

識を吸収し、西欧哲学を核とする近代的精神で妖怪の無根拠な性質を明らか

にして民衆を啓蒙するが、一方で彼は仏教者でもあり、西欧近代の合理的精



漢語における「妖怪」概念一日・中・台の概念比較 123 

神をも超える部分ももつ。真怪概念は、仏教思想から出たものであり、西洋

自体」などの概念は、 ら解釈したに過

と、井上はみている。まことに井上は、駒井が指摘したように、前近代＝近

代＝超（脱）近代を一身に体現した人物である。柳田國男は井上を批判した

が、井上は迷信撲滅として妖怪を扱うのみならず、西洋哲学からの影響から

しても不可知論者であり、これが仏教思想を体現した真怪概念にも強く影響

を与えている。なお、柳田は、妖怪を「零落した神」とみなして「一目小僧

は多くの〈おばけ〉と同じく、本拠を離れ系統を失った昔の小さい神であ

る」とみて、民俗学からの研究を提起している［柳田 2013b:60]。

ところで、「妖」と「怪」は、互いに近い語義である。小学館『デジタル

では、「妖」については「あやしいこと。不吉なこと。また、もの

のけ。妖怪。〈妖の物〉」とあり、「怪」については、「1あやしいこと。不思

あるいは不気味なこと。〈自然界の怪〉〈古井戸の怪〉。 2化け物。

化（へんげ）。〈古猫の怪〉」としている。現象概念として両者とも「あやし

いこと」とあり、かつまた霊的存在物の概念としても、［もののけ＊妖怪」

とあるのと「化け物・変化」とあるのは、あまり差異がない。ゆえに、この

2つの字を並べた妖怪という言薬でも、これが現象概念として「妖しいこ

と」を意味し、存在物概念としても、「もののけ峰妖怪・化け物・変化」と

みなすことができよう e

ただ、妖も怪も妖怪も現象概念と存在物概念の両面があり、それが妖怪を

定義する場合に不可欠の論点であることは、ここで確認できる

H本の妖怪概念について、小松和彦は、『妖怪学の基礎知識』第 1章「妖

怪とは何か」で、現象概念としての妖怪と、存在物概念としての妖怪を区別

る。まずは「不思議に、神秘的な、奇妙な、薄気味悪い、といった

形容詞がつくような現象や存在を意味する」とし、妖怪には、現象と存在の

二面があるとする［小松 2011:10]。妖怪を現象と存在の二面に分ける考え

方は、中国でも『漢語大詞典』の妖怪の字義解釈も同様で、日
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る

さら

となる。

「そうした出来事・現象を〈超自然的なもの〉の介入に

よって生じたとみなすとき、それは〈妖怪〉となる」とし、こ

［小松 2011:10]。ここから、日本特有の妖怪の定義とし

て、 を行うと、こうした怪異書妖怪現象に対して、「好まし

異・妖怪現象」として説明する場合（たとえば「阿弥陀の来迎」）と、「好ま

しくな ・妖怪現象」として説明する場合（たとえば「阿弥陀の来迎」

が天狗や狸によって人間をたぶらかせようとしたものと解釈された場合）とに

区別し、後者を狭義の怪異・妖怪現象、あるいは怪異や妖怪の存在と

この怪異・妖怪現象を、 3つの領域、即ちア．「出来事（現象）と

・現象）」ィ害「存在としての妖怪（妖怪・存在）」ゥ

形としての妖怪（妖怪・造形）」に分け、それぞれウをイの下位領域、イを

ア ［小松 2011: 13]。

小松はイの領域に、アニミズム的観念が深く浸透しているとし、人格化さ

れ、喜怒哀楽の感情をもつと考えられてきたとし、和む魂（和魂．に

ま）と荒れる魂（荒魂•あらたま）の区別があり、祭祀されない、或いは祭

祀不可能によって、和む魂に転換出来ない荒れる魂を、存在としての妖怪と

する。小松がH本における妖怪の特性として、アニミズム的観念の浸透をみ

ること る。アニミズム が、

るものを含むことは、アニミズムに裏打ちされた日

怪概念の特徴といえる［小松 2011: 15-16]。

「妖怪変化」の定義を「〈妖怪〉は得体のしれない不思議なも

の、〈変化〉は外観的にその正体を変えたもの」区別し、その出自の「本体」

の観点から、「人間・動物・植物・器物・自然物」の5種に分類する。 5

のいずれかに類似した本体のわからぬものは、その不可知性から「妖怪」の

範疇に入れている［江馬 2004: 12-13]。また、江馬が示すように、日本の

妖怪の観念は人間由来も含む。じつはこのことが中国の妖怪概念でも
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傘狐．

している。

れ動くと、憑かれた物はさまざまに外形を変える。このように、

と姿態は、表裏の関係をもって働くのである。そ

土奪

たり、いかにさま

る

よる

其於休咎之徴、 。つまり、気が物体に依っ

それからというもの、こ なくなった」（「明日

も

りした際の台詞に、「文素が

申

りません』。王は言った

我王、此絨能断天下人間一切妖精鬼怪。

王日 ？・
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この宮中の妖怪は、狐が化した紺王の愛妃姐己である。文中は他にも妖怪

に近い語彙に、「妖精」「鬼怪」がある。妖しい精や鬼の怪といった意味であ

り、鬼は人霊を指す場合がある。

中野美代子は『中国の妖怪』で、

ときには鉱物な

に存在する人間や動物や植物や、

こえて、人間の観念に現前す

るもの」と妖怪を定義する［中野 1983:23-24]。中野の定義は、妖怪の普

な定義で、簡潔である。そしてビュフォンの分類「第一は過剰による妖

第二は欠如による妖怪。第三は諸部分の転倒もしくは誤れる配置による

妖臣を用いて、形態的分類の指標とする［中野 1983:24]。中野の妖怪の

定義は、漢語の妖怪概念の検討ではない。しかしこの定義が、常形から変形

した異物として妖怪を捉える「捜神記』の定義にも通じる内容をもつことは

興味深い。

二階堂善弘は、「中国妖怪伝ー怪しきものたちの系譜』で、

概念を検討し、その複雑な様相を示す。二階堂は、中 ど、文

学作品における妖怪を取り上げている。『西遊記』第二十九回壽三十厠で、

ー十八星宿の一つ奎木狼が下界におりて黄抱怪と成って悪をなしたことなど

として、神と妖怪の境界があいまいであるとする。「神にしろ妖怪に

しろ、超常的な力を持っていることが人間と違うという暗黙の了解がある」

とし［二階堂 2003: 14]、二階堂の妖怪の定義では「ただ超常的な力を持つ

者が、〈正〉とみなされる地位にあれば、それは〈神〉とみなされ、〈邪〉に

位置するならばそれは〈妖怪〉とみなされる」という相対性が重要な性格と

して示される。［二階堂 2003:14]。霊格は変化するものであり、人間の

正彙邪の価値判断により、類別を転変するのである。

四．中国『百度百科』での妖怪概念

中国のネット

る。解説は多々

る には、

富む。なお、 Wikipedia

の項目

「妖怪」項目
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ここでは、古典小説 の孫悟空を例に説明を進める。孫悟

と呼ぷことができる。ま

た、

たので、〈妖〉と

となり、さら

ので

と

だが、後に下界で悪をなし、流沙河の水怪となったので、〈怪〉と称す

べきだが、後に道を修めて正果を得てこれもまた〈菩薩〉と

り、 ダイナミック

と、

し

る

このような霊格について、妖怪概念に関わるもの

は「神話分類」の節で、以下「妖」「魔」「鬼」「怪」「精」

る。

く、

ンパー

り、

の6分類を

る。 した
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を悟る場合、修煉の結果、仙と成るのが可能だが、失敗したり、

師の指導を得られない、または、みずから悪の方向に発展すると、妖

と成る（本文注：妖も良し悪しの区別があり、

の蛇精〉は好妖である）。中国で最も有名な妖は狐妖姐己と蛇妖白

魔はかつて石と磨から構成され、梁の武帝の際に石を鬼に変え

〈Mala〉（原文：魔羅）の略称である。仏教で心身を乱し、善行を破壊

修行を妨げる心理活動をすべて〈魔〉と呼ぶ。魔は少なくとも 2

つの基本の特徴、法力が強く、人に危害をなすという、この2つの条

件がある者のみ、魔と呼びうる。魔は妖の一種ともいえ、資質の深い

妖であり、魔は法力上一般の妖よりかなり強い。魔と妖の違いは、

は恐らく仙と神が誤って邪道に入り堕落して成り（川野注：妖のよう

して成るのではない。

最も危害をもつ魔の種類を心魔と称することは指摘する必要がある。

生物であれ非生物であれ修煉で成るのではない。ただ人か動物が修仙

する過程で、自身の条件の制限のため、一連の修行を惑乱する幻想が

出現する。修仙する人と動物が多くこの魔道に入ると、妖の一員と成

る。神仙に修成しても、永遠に安逸できず、定期的に試練を受けるが、

内容は通常は心魔への対抗で、対抗できないと、堕蕗して魔に成り、

して魔の隊伍に加わる。

鬼

人が死んだあとの三魂（注四）の中の命魂である。鬼は陰を極めたもの

で、俗称を鬼魂という。肉体が死んでも、実体でない形象が残るのみ

う純陰の体で、そのために少しの超能力があ
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るが、微弱なため、法術といえるものではない。

魂が体から離れて化して成る、通常は陰間（注五）でしか活動できず、個別

に陽間で俗事が未遂であり、恩仇が報いを得ない者は、陽間に戻るこ

とがある（本文注：当然、神話のなかでの陰司はこのようなこと

しているので、いったん発見されると、厳重な処罰がなされる）。

に夜のみ出ることができる。力は微弱で、通常はただ人を

実質的な傷害をなすことはできない。鬼の行く

つあり、一つはこの世に人か畜生に投胎して生まれ変わる。こ

もよくみられる。投胎して人や畜生と成るかは、完全に陰間での功徳

による（当然賄賂を陰司の役人に行い投胎の生まれ代わりの道を得る

こともできる）。もう一つは、よくあり、陰司に置かれた地獄で苦し

主に陽間で悪事を多く行う者が死後鬼と成る。また一部に

味わうこともある。さらに稀なことは、神

と成ることだ。一般に陽間で多く善を成したり、道を修めたり、ある

いは高い人の指導を受けたり、勅封されたり、影響力の強い人、仙道

を修めるとは限らず、仙道を修めることに成功するとは限らないが、

肉身を離れて仙と成る機縁がこれまでなかった者が、

れ、一定の職務を得ることがある。

怪

本義の怪は、妖怪の中の独立した一類に数えることはできない。怪

は奇異・奇特を強調し、妖と合わせて称される。主には妖の容貌が非

ることを形容する。後に真正の怪が逐歩敷術されて生ま

れ出ている。たとえば、黄抱怪は、天上の奎木狼が地上に降りて悪を

なしたもので、これらの地上に降りて悪をなす神は、独立した分類で

は命名できない。だから、怪は奇特な容貌で人を驚かすものが多く、

出身は多くは高貴あるいは餡晦したものであり、
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余地があろう。

鬼＝鬼は人が死んで成る霊的存在物だが、妖怪に鬼を含む点が、説明の特

徴である。人霊が妖怪化する事例は、中国でもあり、この指摘は検討の価値

がある。また、鬼が人に危害を加えることもあり、加えて祖先との関係など

には言及せず、説明に不足がある。鬼が夜間のみ活動できるとする点は、妖

と精が昼間も活動できるとする点とは対照的で、比較の要点であ

＝妖の部分概念とする。「怪＝妖＋奇異・奇特（奇艶）」と考えるよう

だ。「妖怪＝妖＋怪」と考える筋道も窺える。

動物精・器物精の区別に触れず、植物精のみ取り上げるのは、

不足がある。ただし、精が妖より低次の霊格の段階として措定されることが

興味深い。妖ほどの力鍼をもたない、危害を与えないものを精とする。反対

に「仙＝精の能力＋修行での力量の増大」あるいは、「妖＝精の能力＋修行

での力量の増大＋修行の失敗による妖化」という関係で精の昇格状態とし

きる。

＝日月の精華を受けたポテンシャルを秘めた存在で、自己意識が生じる

が、未修行の状態。霊＋修行＝高次の霊格、が想定される。また、麒麟・

あり、天生の霊とする。

五．台湾妖怪研究での妖怪概念

台湾での妖怪ブームを先導した何奏敬の［妖怪嚢溝一三百年島嶼奇幻誌』

で、著者は取り を以下の3つに分ける。

妖怪＝物にその霊があって、魔物が変化した妖精であり、具体的な形

象をもつ。

鬼魅＝魃魅魃魃、その源がわからず、形象が曖昧模糊としている。或

いは人が死んで鬼と成って、或いは鬼を以て命名される。

＝精霊、神仙の族裔で、人々も尊敬し、信仰する［何敬

2017: 
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範疇からの妖怪概念とは異なる。私は漢語での妖怪の類義語としての、「精

怪」と「鬼怪」の概念からアプローチする。中国の霊格として、中国雲南省

の大理盆地の漢族を事例とし、まず人間が死ぬと成る霊格として「鬼」の概

念、もう一方で、自然物や人工物（道具・器物）が、時間が長じて霊気を生

長させたり、人間（死体を含む）との接触やその分泌物や体液（血など）と

接触して成る「精」の概念を対置する（この他に毒虫・動物を使う人工的な

霊的存在物である〈盪毒〉を挙げる） ［川野 2005b ・ 2019]。

このうち、鬼は渡邊欣雄が「鬼魂再考一民俗宗教理解のための試論」で台

湾の事例から示したように、子孫を持ち、祭祀者をもつことで、祭祀対象と

なり、「祖先」の霊格に昇格し、あるいは公共の祭祀施設に祭祀されて「神」

の霊格にさらに昇格することもある。ところが、祭祀者をもたない鬼は祖先

祭祀の秩序からは排除されるので、鬼の霊格のままでしか存在できない。渡

邊が指摘するように、人は死ぬとみな鬼という存在物と成るが、これは広義

の鬼概念であり、他方祖先に成れない鬼は、狭義の鬼概念である。渡邊の提

示する中国の鬼魂観は、霊格にダイナミックな変化の秩序があることを指摘

したものである［渡邊 1991 : 184-90]。

私の知るところでは、大理盆地の漢族では、子孫により祭祀されることの

ない鬼を、孤独で野に漂う鬼として、「孤魂野鬼」という。

また林美容は、『台濁鬼仔古』で、明記してはいないが、恐らく渡邊の鬼

魂の動的な変化に関する分析を基礎として、台湾での「鬼仔」（鬼魂）観念

を関係図で提示し、無嗣の鬼魂が孤魂野鬼、有嗣の鬼魂が祖先に相当する

「公姫」、さらに孤独な野鬼のみならず、台湾での鬼魂観の特徴として異常死

者が集団で祭祀されることを指摘し、「集塚立祠」（遺骸を集めて墓所を造り

立祠）する「陰神」の概念を立てる。これは正神とは区別される。陰神は、

鬼と呼ぶのを避けて神と呼称したものである［林美容 2017:5-16]。

ところで、私は、渡邊の分析から説かれる人→鬼→祖先→神という変化の

秩序を基礎として考えた上で、同様に自然物・人工物（道具など）において
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界」に投げ出されているというのが、コロナウイルス感染流行以降の新しい

常態感覚であるともいえ、それとともに、未来も当然「見えない」という時

間性に固有の性格に補強されてますます予見不可性を強化しつつ、不安化さ

される。

闇に支えられ、妖怪は生起し、夜に跳梁跛麿する。夜の闇に姦くものとし

て、タイ人はそこに「ピー」という精霊がいることを実感するし、この種の

畏怖を人間に抱かせる霊的存在物は、たいてい闇に生起する。妖怪には、そ

うした人間が抱く存在そのものへの不安があり、妖怪を捉える人間の感性に

は、見渡し難い深い闇が象徴するように、虚と実が不分明な境界上での異常

性の感知がある［川野 2014:4]。本論では、妖怪を、「現象としての妖怪」

と「存在物としての妖怪」という言い方で区別したが、霊的存在物として妖

怪をみる場合、そのような虚と実との間、存在と非在との間をたゆたう胡乱

さが、そこに横たわる固有の見通し難さ故に、妖怪の実感をもたらすので

ある

また、妖怪は人間にとって、畏怖の感情だけでなく、憎悪や妬ましさと

いった負の感情、一言で言えば、呪わしさを固有な性質としても産出され

る。この種の人間の呪われた心的領域から生起する妖怪は、人間を包括する

闇と人間に内在する闇が、共鳴し、ない交ぜになるような波間から

ものであろう。この場合、外面枇界も内面世界も溶け込むような深淵から妖

怪や妖怪的想像が吐き出され、産み出されるといってもよいだろう。

注釈

（注ー） 私事ではあるが、私は東洋大学文学部哲学科西洋哲学専攻の出身 (1988

年小泊2年の期間在学）である。駒丼義昭先生は演習科目でニーチェを主

た。当時の哲学科の西洋哲学専攻の学生は、学祖の名を慕って入学した者

も多く、私もその1人であった。哲学・妖怪学両面に渉って多大な足跡を

残した学祖に学ぶところが多く、深く学恩を感じている。創立者が学徒か
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ら1人の人間として敬愛されているところに裕

気風を感じる。

（注二） 結論末尾でも強調したが、霊的存在物＝存在論的な「存在」の概念に対して、

らではの好ましい

して銘記

天庭＝天上の朝廷を指す。道教での最高神、至皇大帝が天上の皇帝に君臨す

る。

これに対 ＝陽の枇界＝生者

の世界であり、対置される

鬼人＝日 として、私は人でもあり湯鬼でもあ
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